
本号の特集にあたって
我々が日々取り扱っている「地盤」とは，連続体なのか，それとも粒状体の集合なのかは，非

常に悩ましい問題です。粘土は「連続体」のようである一方，砂は明らかに「粒状体」に見えま

す。しかし，粘土でさえもミクロ・ナノスケールの世界で見れば「粒状体」の集合であるように

も見えます。はたして，地盤の様々な挙動を数値計算によってより正しく表現するためには，地

盤は「連続体」と「粒状体」のどちらで表現するのが適切なのでしょうか。

これまで，地盤の変形問題を数値計算で取り扱う場合には，コンピュータの計算性能の制限や

連続体力学の援用の観点から，地盤は「粒状体」ではなく「連続体」として取り扱われることが

ほとんどでしたが，より精密な地盤の挙動を表現するために懸命な努力と研究が行われ，その成

果として様々な優れた構成則が提案されることとなりました。しかし，これら構成則の研究が進

み，より精密な結果が得られる構成則ができる一方で，適用できる土質や条件に制限が増えてい

き，汎用性が狭まっていくというジレンマに悩まされる結果を生んでいます。一方で，近年の土

石流や大地震による度重なる地盤の大規模変形被害を受け，地盤の大変形を取り扱う数値計算手

法が求められるようになったこと，またコンピュータの計算能力の向上にも後押しされ，地盤を

「粒状体」として数値計算を行い，特別な構成則を介在させずに地盤の挙動を表現する試みも行

われるようになってきています。

以上の背景を踏まえ，本特集号では「地盤は連続体なのか？ 粒状体なのか？」と題して，地

盤を「連続体」及び「粒状体」としてモデル化している各種数値計算手法の特色や留意点，長所・

短所，今後の課題等を紹介する特集を企画いたしました。

本特集号が，読者の皆様にとって有益なものとなることを願っております。
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